
         

         

 当院は、現在８領域９名の認定看護師が医療及び看護の質向上に向けその役割を発揮し、

チーム医療の中心的担い手として経営的視点を持ち活躍してくれています。認定看護師は

「実践・指導・相談」の３つの役割を有し、その活動は専門的な看護ケアだけでなく、コン

サルテーションや看護師教育など多岐に亘り、病院の経営に大きく貢献できています。認定

看護師の生き生きとした活動が、次世代の認定看護師育成に大きく関与していることは間違

いありません。その結果、スペシャリストとして認定看護師を目指したいという看護師が

年々増えてきたことは、大変喜ばしいことです。こうした日頃の認定看護師の活動に心より

感謝申し上げます。 

 今後、激動の医療現場において認定看護師の果たす役割と機能は増々増大し、期待も大き

くなると思います。特定行為研修等も見据え、組織が発展するための「要」として貢献でき

るよう自己のキャリアデザインを描きながら活躍されることを願っております。 

          看護部長  江尻 昌子 

 当院は日本脳卒中学会より、「一次脳卒中センター」に認定されたことを受けて、２０２３年４月より「秦野赤十

字病院脳卒中センター」を開設いたします。カテーテル治療を行うことができる当院の脳神経外科医師２名を中心

に、救急科、内科をはじめとする院内各医師と密に連携し、これまで以上に多くの脳卒中患者様を受け入れ、より質

の高い医療を提供する体制が整います。 

左より、桑原救急看護認定看護師、鈴木皮膚・排泄ケア認定看護師、室川緩和ケア認定看護師、 

佐々木感染管理認定看護師、矢巻がん化学療法看護認定看護師、内田慢性心不全看護認定看護師、 

相中集中ケア認定看護師、竹内摂食・嚥下障害看護認定看護師、坂本摂食・嚥下障害看護認定看護師 

 

脳卒中治療において、この疾患の予後には発症から治療開始までの時間が大きく
影響します。これまで救急部門と連携ルールを定めて患者様の受け入れをしてお
りましたが、センター化することでより多くの患者様に、より迅速な対応を行っ
てまいります。 

また、脳卒中は後遺症が残りやすい疾患です。できる限り早い段階からリハビリ
テーションの導入を見据えた治療を行うことが重要です。 

当センターでは多職種でチームを構成し、患者様の治療を行ってまいります。 

脳卒中センターができるとどうなるの？ 

ご自由にお持ちください 

ぴ-なっつうしん 

知っておきたい医療の知識  「骨粗鬆症と地域医療連携」のお話   

看護部より            「認定看護師活動の展望と贈る言葉」

秦野市の特産品「ピーナッツ」の花言葉は、「仲良し・楽しみ」。生活に役立つ情報や当院の魅力など

を提供し、地域の皆さんと病院とのコミュニケーションツールになる広報誌を目指します。 

ＱＲコードを読み取ると、当院ホームページへアクセスでき、最新のお知らせをご確認いただけます。 

 令和４年１１月１９日（土）に当院をメイン会場として、神奈川県西部を震源とする最大震度７の地震災害の

発生を想定した「第２ブロック支部総合訓練」が実施されました。 

 参加機関は赤十字各支部の他、秦野市、県内各防災機関、赤十字ボランティア他総勢約５００名を数え、当院

からも救護班１班７名及び本部要員５名、訓練スタッフ１１名が訓練に参加し、非常時の対応を改めて確認いた

しました。市内唯一の災害拠点病院として、今後も研修や訓練に積極的に取り組んでまいります。 

 

    ＱＲコードを読み取るとYouTubeが起動し、 

    訓練当日の様子が動画でご覧いただけます。 

お知らせ             「脳卒中センターが開設されます」
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知っておきたい医療の知識 

 

脆
弱
性
骨
折
は
高
齢
者
の

生
活
機
能
を
一
瞬
に
し
て
奪

い
、
骨
折
受
傷
後
の
死
亡
率
は

1
年
後
で
20
％
以
上
、
5
年

後
で
60
％
以
上
と
の
報
告
も

あ
り
ま
す
１

（
表
１
）
。
こ
の

事
か
ら
も
、
骨
粗
鬆
症
は
命
に

関
わ
る
重
大
な
疾
患
で
あ
る
事

が
考
え
ら
れ
、
骨
粗
鬆
症
の
評

価
や
治
療
の
重
要
性
が
改
め
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
度
脆
弱
性
骨
折
を
起
こ
し
た

患
者
さ
ん
が
別
の
部
位
の
骨
折

（
二
次
骨
折
）
を
起
こ
す
リ
ス

ク
は
は
極
め
て
高
ま
り
、
二
次

骨
折
を
機
に
寝
た
き
り
に
な
る 

表１ 脆弱性骨折2847例の追跡調査；Johnell O. et al. Osteoporosis  
Int.2004.15:38-42 

（
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
士
、
栄
養

師
、
相
談
員
な
ど
）
連
携
を
強
化
し
診
療
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
（
図
１
）
。
チ
ー
ム
医
療
を
基
盤
と
し
た
骨
粗
鬆

症
ケ
ア
と
二
次
骨
折
予
防
の
取
り
組
み
は
、
骨
折
リ
エ
ゾ

ン
サ
ー
ビ
ス
（
F

L

S
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）
。
F

L

S
は
1990

年
代
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
で
開
始
さ

れ
、
以
降
、
世
界
の
国
々
で
発
展
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
2019

年
に
、
「
日
本
版 

二
次
骨
折
予
防
の
た
め
の
F

L

S
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
策
定
さ
れ
、
当
院
の

骨
コ
ツ
ケ
ア
チ
ー
ム
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
チ
ー
ム
医
療
を

実
践
し
て
お
り
ま
す
4

。   

当
院
の
整
形
外
科
外
来
に
は
、
軽
症
の
患
者
さ
ん
か

ら
、
救
急
車
で
運
ば
れ
て
く
る
重
症
の
患
者
さ
ん
な

ど
、
様
々
な
方
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
来
待
合

は
混
雑
し
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
当
院
整

形
外
科
は
、
こ
の
地
域
で
の
役
割
と
し
て
、
入
院
や
手

術
が
必
要
な
患
者
さ
ん
や
、
今
す
ぐ
治
療
が
必
要
な
重

症
の
患
者
さ
ん
を
断
ら
ず
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
事

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
ケ
ア
、
骨
折
予
防

の
実
践
に
際
し
て
骨
コ
ツ
ケ
ア
チ
ー
ム
で
多
職
種
連
携 

今月号の 

秦 

日 

赤 

野 

人 

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
2

。
そ
し
て
、
骨
折
が
原
因

で
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
患
者
さ
ん
一
人
あ
た

り
の
5
年
間
の
介
護
費
用
が
1500

万
円
を
超
え
る
事
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
3

。 

 

こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、
骨
粗
鬆
症
に
伴
う
骨
折
や

二
次
骨
折
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
患
者
さ
ん
ご
本
人
の

み
な
ら
ず
、
「
ご
家
族
」
「
地
域
社
会
」
、
ま
た
「
医

療
経
済
の
面
」
か
ら
も
極
め
て
重
要
で
す
。  

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
我
が
国
に
お
い
て
、
大

腿
骨
近
位
部
骨
折
、
脊
椎
椎
体
骨
折
、
橈
骨
遠
位
端

骨
折
と
い
っ
た
、
骨
粗
鬆
症
に
伴
う
脆
弱
性
骨
折
の

発
生
件
数
は
経
年
的
に
増
加
中
で
す
。
秦
野
赤
十
字

病
院
で
も
、
毎
年
300
件
以
上
の
骨
折
治
療
手
術
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。  

 
骨
折
予
防
で
大
切
な
こ
と
は
、
骨
粗
鬆
症
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
と
治
療
の
継
続
で
す
。
当
院
に
て
治

療
中
の
骨
折
患
者
さ
ん
の
中
に
も
、
積
極
的
な
治
療
を

要
す
る
骨
粗
鬆
症
を
有
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
骨
折
治
療
に
加
え
、
継
続
的
な
骨

粗
鬆
症
ケ
ア
、
二

次
骨
折
の
予
防
を

実
践
し
て
い
く
た

め
、
当
院
で
は
2022

年
4
月
よ
り
骨
コ

ツ
ケ
ア
チ
ー
ム
を

発
足
し
、
多
職
種 

「骨粗鬆症と地域医療連携」のお話 

図１ 骨コツケアチーム 

図２ 二次骨折予防のためのFLSクリニカルスタンダード （日本骨粗鬆症学会 編）  

図３ 骨粗鬆症病診連携 

第二整形外科部長    

松山 大輔
まつやま   だいすけ
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骨
粗
鬆
症
と
脆
弱
性
骨
折 

図４ 骨粗鬆症ネット   

   ワークのイメージ 

医
療
を
実
践
し
て
お
り
、
継
続
的
な
骨
粗
鬆
症
ケ

ア
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
が
、
新
規
介
入
患
者
さ

ん
は
年
間
で
150
人
以
上
に
及
び
ま
す
。
今
後
も
ケ

ア
を
要
す
る
患
者
さ
ん
は
増
加
し
て
い
く
事
が
想

定
さ
れ
、
増
加
し
て
い
く
患
者
さ
ん
の
骨
粗
鬆
症

ケ
ア
を
、
ひ
と
つ
の
医
療
機
関
だ
け
で
継
続
・
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、

骨
粗
鬆
症
病
診
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
骨
粗

鬆
症
病
診
連
携
で
は
、
当
院
で
骨
粗
鬆
症
の
評

価
・
治
療
開
始
し
、
副
作
用
な
ど
問
題
が
な
け
れ

ば
、
治
療
継
続
の
た
め
に
地
域
の
診
療
所
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
通
院
い
た
だ
く
連
携
体
制
を
と
り
ま

す
。
そ
の
後
は
年
に
１
〜
２
回
実
施
す
る
骨
密
度

検
査
や
採
血
検
査
の
た
め
に
当
院
に
受
診
い
た
だ

き
、
治
療
に
関
わ
る
情
報
を
地
域
の
先
生
方
と
共

有
し
、
引
き
続
き
診
療
所
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
通

院
を
継
続
い
た
だ
き
ま
す
（
図
3
）
。
こ
う
い
っ

た
連
携
を
複
数
の
医
療
機
関
と
行
う
こ
と
で
、
骨

粗
鬆
症
ケ
ア
を
開
始
し
た
患
者
さ
ん
を
、
地
域
全

体
で
ケ
ア
を
継
続
し
て
い
く
仕
組
み
が
、
骨
粗
鬆

症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
（
図
4
）
。 

 

骨
コ
ツ
ケ
ア
チ
ー
ム
の

今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
開
業
医
、
他
の
急
性  

秦野赤十字病院FLSマスコット

「コツミちゃん」  
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骨
コ
ツ
ケ
ア
チ
ー
ム 

（
秦
野
赤
十
字
病
院
F

L

S
）
に
つ
い
て  

骨
粗
鬆
症
病
診
連
携
に
つ
い
て 

期
病
院
、
回
復
期
病
院
、
療
養
型
病
院
、
介
護
施
設
な

ど
、
機
能
の
異
な
る
多
く
の
医
療
機
関
や
施
設
と
の
連
携

を
重
視
し
、
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
ケ

ア
の
継
続
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
医
療
連
携
に
つ
い
て

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 


